
 

 ７／16（水 、23日（水 、24日） ）
（木 、25日（金）の行事）

 
 報道発表資料の配付日時　 ６月23日（月）　　15時00分　

発 表 項 目 マイスター・ハイスクール普及促進事業「北の専門高校ONE-TEAMプロジ 
ェクト」産学連携シンポジウムの開催について 

（行事名）

記者レクの 発 表 者    （実施日時）

   　 月  日（ ）   時～
お 知 ら せ 発表場所  

 
 　「北の専門高校ONE-TEAMプロジェクト」の一環として、道内４圏域

（ ） 、 道北・道央・道東・道南 における専門高校教員と産業界関係者が
 産学連携の意義や方法等について理解を深める産学連携シンポジウム
 を実施します。
 

  概　　　要
  　１　日時・場所
  　　　令和７年（2025年）

 　　　【道北】７月16日(水)10:00～15:30　イオンモール旭川駅前
       【道央】７月23日(水) 9:30～15:00　第二水産ビル

 　　　【道東】７月24日(木) 9:30～15:00　帯広信用金庫中央支店
 　　　【道南】７月25日(金) 9:30～15:00　室ガス文化センター

 
 　２　内　　　容

 　　(1) 発表
　　　・持続可能な産学連携とするための取組や連携の意義・メリット

 　　　　などについて（生徒、教員、産業界等の関係者）
     (2) パネルディスカッション

 　　　・テーマ： サステナブルな産学連携に向けてできること」「
 　　(3) 協議

 　　　・協議題①： 産学連携のために取り組んでいること」「
 　　　・協議題②： 産学連携を持続可能にするためのアイデア」「

 　
 　３　参加対象者

 　　(1) 各圏域の専門高校で職業学科を担当する教諭等
 　　(2) 道内企業・経済団体等の関係者

 　　(3) その他、産業教育に関心のある教育関係者
 　　(4) 道内の専門高校で学ぶ代表生徒

 

  「産学連携シンポジウム」チラシのURL
 参　　　考 　https://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/kki/sangyo_top.html

報道 取材 　取材を希望される方は、各開催日の２日前までに、下記、担当まで連（ ）
に当たって 絡してください。　
の お 願 い

  担     当 教育庁学校教育局高校教育課キャリア教育指導係　担当：石田課長補佐
（連絡先） ＴＥＬ　ダイヤルイン　011-204-5705（内線35－706）



「北の専門高校ONE-TEAMプロジェクト」

産学連携シンポジウム
【道北地区】

道北の高校教員と産業界関係者が、産学連携の意義や方法
等について理解を深めるイベントです。

開催日時

７月16日

水

10:00～15:30

場 所

イオンモール旭川駅前
イオンホール（４階）

（旭川市宮下通７丁目２番５号）

申 込

【主催】北海道教育庁学校教育局高校教育課
（お問い合わせ先：TEL 011-204-5705)

【共催】旭川市
【協力】北海道旭川商業高等学校

「北の専門高校ONE-TEAM
プロジェクト」の取組は
こちらのWebページから

下の２次元コードかＵＲＬから
ウェブページ上で申込み

道教委による
旅費支給対象者の方
（詳細は開催要項参照）

上記以外の方

・上川、留萌、宗谷管内の専門高校で職業学科を担当する教諭等
・道内企業・経済団体等の関係者（管内不問）
・その他、産業教育に関心のある教育関係者（管内不問）
・道内の専門高校で学ぶ代表生徒（関係校には別途連絡）

参加対象者

https://forms.gle/RBTNz
Zz6FwBq6vPo8

https://forms.gle/PSrWo
rcXwYDt2a9S9

プログラム

○説明

「北の専門高校ONE-TEAMプロジェクトの概要等について」
北海道教育庁学校教育局高校教育課キャリア教育指導係

発表①「Project A(Collaboration for Asahikawa)の教育実践」
旭川農業高校食品科学科教諭 沼田 雅美
旭川農業高校食品科学科３年 堀内 美咲
旭川農業高校食品科学科３年 高村 萌果

発表②「若者と地域がつながる力 − 地方創生イニシアチブ」
一般社団法人産学官創造ネットワーク

発表③「地域産業の発展に対する取組～地域の魅力の発信～ 」
旭川商業高校流通ビジネス科３年 三好 帆希

「サステナブルな産学連携に向けてできること
～それぞれの立場から～」

＜司会＞
北海道教育庁学校教育局高校教育課産学連携コーディネーター

月館 海斗
＜パネリスト＞

旭川商業高校主幹教諭 遠山 英幸
旭川商業高校流通ビジネス科３年 近藤 湊和
一般社団法人産学官創造ネットワーク
旭川農業高校食品科学科教諭 沼田 雅美
旭川農業高校食品科学科３年 堀内 美咲
名寄高校情報技術科１年 濱下 心暖
ハラダ工業株式会社代表取締役 藤野 徹弥

協議題① 「産学連携のために取り組んでいること」
協議題② 「産学連携を持続可能にするためのアイデア」

＜締切＞
6月30日(月）まで

説 明

発 表

パネルディスカッション

協 議

2025年

10:10～10:20

10:20～11:05

11:20～12:30

13:30～15:20



産学連携シンポジウム

「北の専門高
校ONE-TEAMプ
ロジェクト」
の取組はこち
らのWebページ
から



・説 明 「北の専門高校ONE-TEAMプロジェクトの概要等について」

北海道教育庁学校教育局高校教育課キャリア教育指導係

・発 表① 「学科間連携による学びから私たちが得たこと」

更別農業高校生活科学科２年 安田 恋音

・発 表② 「マイスター・ハイスクール事業における地域連携と今後の

本校の在り方」

厚岸翔洋高校海洋資源科教諭 飯田 直登

・発 表③ 「産業界から見た産学連携の意義～持続可能な連携に向けて～」

帯広信用金庫地域サポート部考査役 清水 豊

・パネルディスカッション「サステナブルな産学連携に向けてできること～それぞれの立場から～」

司 会：北海道教育庁学校教育局高校教育課

産学連携コーディネーター 月館 海斗

パネリスト：更別農業高校農業科教諭 原 義幸

更別農業高校生活科学科２年 安田 恋音

帯広信用金庫地域サポート部考査役 清水 豊

厚岸翔洋高校海洋資源科教諭 飯田 直登

厚岸翔洋高校海洋資源科３年 藤田 了

旭川工業高校定時制建築土木科３年 後藤 大輝

有限会社レイブプロジェクト代表 請川 博一

・協 議① 「産学連携のために取り組んでいること」

・協 議② 「産学連携を持続可能にするためのアイデア」

※参加生徒：産学連携コーディネーターとともに産学連携について考える

※マイスター・ハイスクール普及促進事業とは？

産業界等と専門高校の連携体制強化に
よる産業人材育成のための教育の充実を
推進することを目的とした文部科学省の
事業。

「北の専門高校ONE-TEAMプロジェクト」

７月24日 (木)
9:30～15:00

会場：帯広信用金庫中央支店
３階セミナールーム

(帯広市西３条南14丁目１ｰ１）

参加対象

内 容

【主催】北海道教育庁学校教育局高校教育課キャリア教育指導係

【協力】北海道更別農業高等学校

道東の高校教員と産業界関係者が、産学連携の意義や方法等について理解を深め
るイベントです。

「北の専門高校ONE-
TEAMプロジェクト」
の取組はこちらの
Webページから →

産学連携シンポジウム

申込〆切

７月４日(金)

・ｵﾎｰﾂｸ、十勝、釧路、根室管内の専門高校で職業学科を担当する教諭等
・道内企業・経済団体等の関係者（管内不問）
・その他、産業教育に関心のある教育関係者（管内不問）
・道内の専門高校で学ぶ代表生徒（関係校には別途連絡）

二次元コードを読み取り、
Googleフォームにて申込
みを行ってください。

お申込みは
こちらから

①道教委による旅費支
給対象者の方（詳細
は開催要項参照）

①以外の方



産 学 連 携

シンポジウム[道南]
保障の流れ

道南の高校教員と産業界関係者が、産学連携の意義や方法等について
理解を深めるイベントです。

室ガス文化センター４階大会議室

（室蘭市幸町６番23号）

７/25
9:30～15:00
※参集形式

金

【主催】北海道教育庁学校教育局高校教育課

【協力】北海道室蘭工業高等学校

「北の専門高校ONE-
TEAMプロジェクト」
の取組はこちらから

（学校関係者） （学校以外）

◆胆振、日高、渡島、檜山管内の高校教員等
◆道内企業・経済団体等の関係者（管内不問）
◆その他、産業教育に関心のある教育関係者（管内不問）
◆専門高校で学ぶ代表生徒（関係校には別途連絡）

◆説 明（9:40～9:50）
「北の専門高校ONE-TEAMプロジェクトの概要等について」

教育庁学校教育局高校教育課キャリア教育指導係

◆発 表（9:50～10:35）
①「持続可能な産学連携モデル（M-Con）の構築と実践」

室蘭工業高校建設科教諭 鈴木 圭吾
②「地域のインフラを守り続けるため」

室蘭市建設業協会会長 橋詰 昌明
③「企業や水産高校と連携した学びで得たもの」

大野農業高校農業科学科２年 野田 和吏

◆パネルディスカッション（10:50～12:00）
テーマ：「サステナブルな産学連携に向けてできること～それぞれの立場から～」
司 会：教育庁学校教育局高校教育課産学連携コーディネーター 月館 海斗
【パネリスト８名】

① 室蘭工業高校建設科教諭 鈴木 圭吾
② 室蘭工業高校電子機械科３年 渡辺 陸斗
③ 室蘭市建設業協会会長 橋詰 昌明
④ 大野農業高校農業科学科教諭 古川 茂樹
⑤ 大野農業高校農業科学科２年 野田 和吏
⑥ 函館水産高校水産食品科３年 柳屋 唯莉
⑦ 国分北海道(株)道央支社函館支店 山口 彩夏

◆協 議（13:00～14:50）
テーマ①：「産学連携のために取り組んでいること」
テーマ②：「産学連携を持続可能にするためのアイデア」
※生徒も産学連携コーディネーターと共に、
持続可能な産学連携について考える時間です。

内 容

会 場

参加

対象

【道教委による旅費支給者用】

【上記以外の参加者用】

参加申込み7／4〆

（詳細は実施要項を参照）


